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[評価の理由]（区民生活への影響を十分考慮すること）

システムでの予約割合が全体の６割以上を占め、利用率も高いため、引き続きシステムを維
持し、区民の利便性と満足度の向上を図っていく。
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評価 評価の理由

システムでの予約件数が年間７万件を超え、利用登録者数も年々増加しており、区の公共施設の予約等を
担うシステムとして、利用者のニーズは引き続き高い。

維持

評
価
結
果

事業開始後１０年以上経過し、予約システムの利用は区民等にも浸透してきている。
予約システムの導入、利用により、区民の利便性向上及び事務事業の効率化が図られている。

3 システムでの予約件数は年々増加傾向にあり、また、利用登録者数は年々増加しており、一定の事業効果
が見受けられる。
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平成

情報システム課

長期総合
計画体系

 [基本目標]

[事業開始]

計画事業名
事業の開始・終了年度

要綱

なし

なし

台東区公共施設予約システムの利用に関する要綱

システム運用、ハードウェア・ソフトウェア管理　

16602000 1369

64.0

２５年度

1962

　

１．インターネット、携帯電話及び音声応答により、いつでも・どこでも、台東区内の生涯学習施設等の空室状況照会・予約を
可能にし、利用者の利便性向上を図る。
２．施設の予約業務をシステム化することにより、窓口業務の効率化を図る。

件利用者による空室状況照会件数

件

58.9

429685

64.4

301228

事業目的

根拠法令等

事業対象

委託内容

事業内容

委託の有無

補助金の有無

活動指標

19562.0

0.0

[終了予定]

一部委託

事業NO.

 [小　　柱]

〔法令等名〕

１．安定したサービスを確保するためのシステム管理・保守
２．区民等利用者及び各施設の利便性を向上させるシステム機能の検討
３．区民等利用者及び各施設がシステムを利用する際のサポート

％

 [施　　策]

公共施設の利用を希望する区内在住・在勤・在学の個人及び区内団体等、区外個人及び区外団体等

２４年度２３年度
目標値

（２７年度）

320000

65.0

391583

28921.0 19562.0

　人にかかるコスト（人件費など）

　物にかかるコスト（物件費・維持補修費）

0.0

0.0

　その他のコスト（扶助費・補助費など）

　総経費

財源項目

(単位：千円)

拡大
改善
維持
縮小
廃止・終了

今後の方向性

区民の利便性向上や業務の効率化を図るため、円滑かつ安定的な運用が求められており、システムの維持
管理経費等が必要である。効率性

3

手段の適切性

前年度から
改善した事項

　一般財源（区負担額） 22763.0

0.0

0.0 0.0

28921.0

システムリニューアルにより、さらなる機能の充実を図ることで、施設予約管理事務の効率化や利用者の利便性向上
が図られた。

目的達成度 3

必要性

8522.0

12677.0 11040.0

0.0

12677.0 11040.0

事
務
事
業
の
実
績

種　別 (単位)

成果指標

事務事業コスト

(単位：千円)

ＰＣ・携帯・音声応答での予約割合

年間新規利用登録件数（団体＋個人）

指標の名称

16244.0

0.0

22763.0

　決算額　　(単位：千円) 7012.0

　受益者負担額（使用料・手数料・負担金など）

　その他特定財源（国や都の支出金・財産収入など）

15751.0

7002.0

10.0


